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人口と世帯 令和6年12月1日現在
                 (    ) は前月比

総数　81,916 人
男　　40,287 人
女　　41,629 人
世帯　36,043世帯

※外国人住民 (38 か国・地域／ 2,214 人 ) を含みます。

広報おうみはちまんは、各自治会を通じてお届けします。また、各学区コミュニティセンターや
図書館などの公共施設、郵便局、金融機関、セブン-イレブン・ファミリーマート各店舗などに
置いているほか、市ホームページやマチイロ、マイ広報紙などでもご覧いただけます。
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明
治
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

高
度
経
済
成
長
期
の
到
来
や
バ
ブ
ル

景
気
、
交
通
手
段
の
変
化
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
出
来
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
社
会
情
勢
を
通
し
て
、

私
た
ち
の
く
ら
し
ぶ
り
は
大
き
く
変

化
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
今
も

昔
も
変
わ
ら
ず
に
見
ら
れ
る
も
の
も

あ
れ
ば
、
今
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た

物
や
光
景
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
30
～
40
年
代
は
高
度
経
済
成

長
期
に
当
た
り
、「
三
種
の
神
器
」と

呼
ば
れ
る
洗
濯
機
・
テ
レ
ビ
・
冷
蔵

庫
が
登
場
す
る
な
ど
、
電
化
製
品
の

発
明
や
機
械
化
が
人
々
の
日
常
生
活

に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

そ
の
影
響
は
、
市
内
の
農
村
地
域
で

生
活
や
仕
事
を
行
う
際
に
使
わ
れ
た

道
具（
民
具
）に
も
波
及
し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
初
期
に
、
大
阪
の
農
具

商
が
発
明
し
た
と
さ
れ
る
揚
水
車

（
蛇じ
ゃ
ぐ
る
ま車
）
は
、
写
真
の
よ
う
に
羽
根

の
付
い
た
車
の
上
に
人
が
乗
り
、
羽

根
を
踏
ん
で
回
転
さ
せ
、
用
水
路
や

河
川
か
ら
田
へ
水
を
く
み
上
げ
る
道

具
で
す
。
現
在
の
北
里
学
区
に
あ
っ

た「
和い
ず
み
や

泉
屋
」
を
屋や

号ご
う

と
す
る
大
型

農
具
の
生
産
工
場
で
も
製
作
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
、
現
存
す
る
資
料
か
ら

判
明
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
主
流
で
あ
っ
た
、

竜
骨
車
な
ど
の
水
田
に
灌か
ん

漑が
い

水す
い

を
入
れ
る
た
め
に
用
い
る

道
具
と
比
較
し
て
も
、
排
水

量
が
多
く
扱
い
や
す
い
こ
と

か
ら
、
昭
和
30
年
代
ま
で
県

内
を
含
む
多
く
の
地
域
で
使

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
発
動
機
を
動
力
と
し
た
バ
ー
チ

カ
ル
ポ
ン
プ
が
一
般
の
農
家
ま
で
普

及
し
て
い
く
と
と
も
に
、
揚
水
車
は

そ
の
役
割
を
終
え
、
姿
を
見
る
こ
と

は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
紹
介
す
る
古
写
真
は
、
西さ
い

国ご
く

三
十
三
所
観
音
霊
場
の
札ふ
だ

所し
ょ

の
一
つ
、

長
命
寺
付
近
の
風
景
で
す
。

　

明
治
時
代
以
降
、琵
琶
湖
の
運
輸
・

交
通
は
新
た
な
輸
送
手
段
と
し
て
登

場
し
た
汽
船
の
時
代
と
な
り
、
明
治

5（
１
８
７
２
）
年
に
は
、
長
命
寺

港
と
大
津
・
米
原
を
結
ぶ
蒸
気
船
が

就
航
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
15（
１
８

８
２
）年
に
は
、
琵
琶
湖
上
で
長
距

離
航
路
を
運
営
す
る
多
数
の
会
社
が

合
同
し
設
立
さ
れ
た
太た
い

湖こ

汽
船
会
社

の
営
業
航
路
と
し
て
、
長
命
寺
な
ど

も
含
ま
れ
た
ル
ー
ト
が
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
長
命
寺
に
は
、

多
く
の
参
詣
者
が
大
津
な
ど
か
ら
写

真
の
よ
う
な
蒸
気
船
に
乗
っ
て
訪
れ
、

    

古古
い
に
し
え

い
に
し
え    
写写    
真真    
館館  

⑩⑩

人
々
の
く
ら
し
・

人
々
の
く
ら
し
・

生
活
を
取
り
巻
く
変
化

生
活
を
取
り
巻
く
変
化

港
や
門
前
町
は
、
観
光
客
や
釣
り
を

す
る
人
た
ち
な
ど
で
大
き
な
に
ぎ
わ

い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
明
治
22（
１
８
８
９
）

年
に
は
東
海
道
線
、
大
正
2（
１
９

１
３
）
年
に
は
湖
南
鉄
道（
現
近
江

鉄
道
八
日
市
線
）が
開
通
し
、
鉄
道

交
通
が
発
達
す
る
こ
と
で
遠
隔
地
へ

訪
れ
る
こ
と
や
、
大
人
数
で
の
旅
行

が
気
軽
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
昭
和
30
～
40
年
代
に
は

自
動
車
が
社
会
に
普
及
し
、
観
光
客

の
多
く
は
自
家
用
車
や
観
光
バ
ス
で

長
命
寺
な
ど
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
交
通
手

段
の
変
化
が
、
湖
上
交
通
の
需
要
を

減
少
さ
せ
る
一
因
と
な
り
、
長
命
寺

港
に
訪
れ
る
人
々
を
乗
せ
た
蒸
気
船

も
衰
退
し
て
い
き
ま
し
た
。

Facebook YouTube LINE

2. 長命寺港に寄港する太湖汽船（山本晃さん提供）

1. 揚水車（蛇車）を使う様子（個人提供）


